


乳がんとは？ 乳がん検診ってどんな検査？ 「ブレスト・アウェアネス」の４つのポイント！

乳がんは、乳腺にできるがんです。
乳房には小葉（母乳を作る場所）と
乳管（母乳の通り道となる管）があり、
小葉と乳管をまとめて乳腺といいます。

「乳がん＝しこり」と思われていますが、
小さながんはしこりとして触れません。
自覚症状がなくても、40歳から２年に１回、
定期的に乳がん検診を受診することが大切です。

当てはまる人が必ず乳がんになるわけではありません。
当てはまらない人でも乳がんになる可能性があります。

乳がんの発症リスクが高い人
初潮年齢が早い、閉経が遅い
初産年齢が高い、出産歴がない、授乳歴がない
血縁者（特に母・姉妹・娘）に乳がんになった人がいる
閉経後の肥満
飲酒、喫煙、運動不足といった生活習慣

乳がんになる人は30歳代後半から増加し、
40歳以上の年代に多く、
乳がんは女性のがんによる死亡原因の上位に位置しています。
しかし、早期発見・早期治療による１０年後の相対生存率は
90％以上です。
（出典：公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計2023」）

乳がんになった人の割合（全国・女性）

●質問（問診）

●乳房エックス線検査（マンモグラフィ）
　乳房専用のエックス線装置で、
　左右の乳房を片方ずつ挟み、
　乳房を圧迫して平坦にして
　エックス線写真を撮ります。

・圧迫する時間は片側数十秒ほどです。
・月経前１週間を避けると痛みが少ないと言われています。
・圧迫することで、異常を見つけやすくなり、放射線による
  被ばく量を減らすことが可能です。

検診の内容

●お住まいの区市町村

●職場の検診（実施しているか、各職場にご確認ください）

●人間ドック　など

検診で「要精密検査」となった場合は、
必ず精密検査を受けてください。※
※検診では、がんではないのに「要精密検査」と判定される場合や、がんがあるのに
　見つけられない場合があります。

検診はどこで受けられる？

乳がん・乳がん検診についての詳細はこちら

※上皮内がんを除く
※出典：国立がん研究センター　がん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）

乳腺 乳がんを早期に発見するためには、日頃から乳房の状態を
意識する生活習慣＝「ブレスト・アウェアネス」が大切です！※
※検診対象世代ではなくても大切です

普段から乳房をチェックして、自分の乳房の状態や
月経周期による変化 を知っておきましょう。
※月経前に乳房の張りを感じ、月経後半には張り感が
　減少していきます

鏡に向かい、乳房のいつもの状態をチェックしましょう。

見るときのポイント

触るときのポイント

お風呂に入った時に
石けんのついた手で触ると
変化がわかりやすくなります。

乳首を軽くつまんで、
血液などの異常な
分泌物がないかもチェック

お風呂に入った時に
石けんのついた手で触ると
変化がわかりやすくなります。

乳首を軽くつまんで、
血液などの異常な
分泌物がないかもチェック

❶

普段の自分の乳房の状態を知ることで、初めて、変化
に気が付けます。自己触診とは異なり、しこりを探す
という行為や意識は必要ありません。「いつもと変わ
りがないかな」という気持ちで取り組みましょう。

❷

自覚症状がなくても、40 歳から２年に１回、定期的
に検診を受けることが大切です。検診は、お住いの
区市町村、職場、人間ドックなどで受けられます。検
診で「要精密検査」となった場合は、必ず精密検査を
受けてください。

❹

気になる変化に気づいたときには、検診を待たずに
すぐに乳腺外来のある医療機関を受診しましょう。

❸（人口10万人対）
2021年
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